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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）
2007年度の研究に引き続き、負パリティ核子の軸性荷電を調べる予定であったが、PACS-CSによるゲージ配位公開が年度内に間に合わなかったため、研究計画を変更し、ストレンジクォークを含むバリオンの性質に焦点を当てた。まず、ストレンジクォークを含む、8重項メソン- 8重項バリオン間の結合定数を2フレーバー格子QCDを用いて、評価した。具体的なチャネルは、πNN, πΣΣ, πΛΣ, KΛN, KΣNである。その結果、これら結合定数間におけるフレーバーSU(3)関係式の破れは、クォーク質量によらず非常に小さいことがわかり、フレーバーSU(3)対称性の破れは、主に、F/F+D 比のみに現れることをつきとめた。この結果は、現象論的模型へのインプットとして有用であると考えられる。この結果はPhysical Review D誌に掲載された。さらに、近年話題となっているΛ(1405)の性質や、モデル計算により予言された4クォーク粒子の性質を探るべく、格子QCD計算を行った。これらの結果は、一連の計算を終え、現在、考察を加えている。
（英文）

We performed lattice QCD study of the meson-baryon coupling constants with 2-flavor lattice QCD employing gauge configurations generated by PACS-CS. We investigated πNN, πΣΣ, πΛΣ, KΛN, KΣN channels and discussed the flavor-SU(3)-breaking effects in couplings. As a result, we found that the flavor-SU(3) breaking in couplings is rather small, and that the SU(3) breaking mainly appears in F/F+D ratio, which will be important information for phenomenological model calculations. These results were published in Physical Review D. 

We also investigated the nature of Λ(1405) and tetraquark particles using lattice QCD, which are now under investigation.
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